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介

『
か
わ
に
し
　
川
西
市
史
第
一
巻
』

　
兵
庫
累
川
西
帯
市
域
は
、
旧
摂
津
国
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
す
る
。
北
颪
山
地
に
水
源
を
発
す
る
猪

名
川
の
清
流
に
支
え
ら
れ
、
地
味
肥
沃
に
し
て
早

く
か
ら
蟄
奮
発
達
し
、
山
に
は
木
材
や
鉱
物
資
源

と
、
古
来
気
候
温
暖
、
み
ど
り
豊
か
な
土
地
柄
で

あ
っ
た
。
源
満
仲
の
開
発
に
か
か
る
多
田
盆
地
が

同
市
域
に
含
ま
れ
る
事
実
は
周
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
都
帯
別
犯
罪
発
生
率
の
極
め
て
低
い
安
全
都

市
（
昨
年
度
全
国
三
位
）
と
し
て
も
、
川
西
の
名

は
我
々
の
耳
目
に
印
象
深
い
。

　
か
か
る
美
し
い
風
土
に
め
ぐ
ま
れ
た
川
西
の
地

に
も
、
近
年
急
速
に
開
発
の
波
が
押
し
寄
せ
つ
つ

あ
る
。
大
都
市
大
阪
の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
へ
と
大
き

く
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
折
柄
、
「
緑
濃
い
本

市
の
風
土
と
、
そ
の
う
え
に
展
開
さ
れ
て
き
た
歴

史
は
、
い
つ
ま
で
も
わ
れ
わ
れ
に
身
近
な
も
の
と

し
て
残
し
つ
づ
け
た
い
と
い
う
願
望
」
　
（
序
）
か

ら
、
帯
史
編
纂
事
業
が
企
て
ら
れ
、
と
き
恰
も
市

制
二
〇
周
年
に
あ
た
る
昭
和
四
九
年
、
ま
る
三
ヵ

年
の
歳
月
を
費
し
て
上
梓
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ

る
。
市
護
り
ん
ど
う
の
絵
を
配
し
た
装
丁
は
詩
情

を
誘
っ
て
美
し
い
し
、
巻
頭
の
「
用
西
審
域
鳥
三

図
」
を
は
じ
め
、
ふ
ん
だ
ん
に
挿
入
さ
れ
た
写
真

・
図
表
類
は
、
本
文
理
解
の
た
め
の
良
き
手
助
け

と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
巻
の
扱
う
誌
代
は
先
史
・
古
代
・
中

世
だ
が
、
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
「
は
じ
め
に
」
の
部
分
で
は
、
市
の
現
状

を
概
説
し
、
山
地
と
平
野
と
い
う
自
然
地
理
的
条

件
の
異
な
っ
た
二
つ
の
地
区
よ
り
な
る
こ
と
を
指

摘
し
、
併
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
歴
史

展
開
の
特
徴
を
述
べ
る
な
ど
、
総
説
趣
意
味
あ
い

が
附
与
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
「
第
一
章
　
規
西
地
方
の
自
然
環
境
と
そ

の
変
遷
」
で
は
、
現
在
の
地
形
や
地
質
構
成
、
そ

し
て
宙
然
環
境
の
推
移
に
つ
い
て
叙
述
す
る
。

　
「
第
二
章
考
古
考
か
ら
み
た
川
西
地
方
」
は
、

先
土
器
文
化
の
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
終
末
ま
で
、

周
辺
地
域
の
遺
跡
に
も
関
質
し
つ
つ
筆
を
進
め
て

い
る
。
弥
生
中
期
以
降
の
複
合
遺
跡
と
し
て
著
名

な
加
茂
遺
跡
は
、
こ
こ
で
詳
し
く
と
り
あ
げ
ら
れ

る
ほ
か
、
市
域
鵡
土
の
工
つ
の
銅
鐸
、
勝
福
寺
古

墳
等
も
論
じ
ら
れ
る
。

　
「
第
三
章
古
文
献
に
み
え
る
川
西
地
方
」
で

は
、
ま
ず
、
摂
津
国
風
土
記
や
住
吉
大
社
司
解
な

ど
の
文
献
を
通
し
て
四
・
五
世
紀
頃
の
状
況
を
探

り
、
転
じ
て
大
和
朝
廷
の
摂
津
進
出
、
そ
の
支
配

方
式
を
述
べ
る
。
行
前
群
、
こ
の
地
方
居
佐
の
氏

族
に
つ
い
て
の
考
証
は
詳
細
か
つ
厳
密
で
あ
り
、

今
後
の
研
究
に
碑
益
す
る
と
こ
ろ
多
と
し
た
い
。

　
「
第
四
章
律
令
制
下
の
川
西
地
方
」
は
、
概

ね
七
世
紀
の
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
ま
で
を
対

象
と
し
、
律
令
国
家
の
支
配
下
に
、
当
該
地
域
の

農
民
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
か
を
、

支
配
の
変
遷
に
応
じ
な
が
ら
描
き
あ
げ
て
い
る
。

従
っ
て
、
国
郡
里
制
か
ら
郷
里
制
へ
の
変
化
、
摂

津
職
の
成
立
と
停
廃
、
条
里
制
と
そ
の
遺
構
、
式

内
社
、
大
土
地
私
有
制
の
展
開
は
本
章
で
と
り
扱

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
章
宋
に
志
多
羅
神
の
入
京

事
件
を
通
じ
て
窟
魚
層
の
成
長
に
触
れ
、
次
い
で

源
満
足
の
登
場
を
展
望
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

和
名
抄
郷
名
比
定
は
、
通
説
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
緻
密
に
行
な
わ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
。

　
「
第
五
章
　
中
世
前
期
の
川
西
地
方
」
。
　
本
章

は
、
一
〇
世
紀
後
半
、
豊
満
仲
に
よ
る
多
田
院
の
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創
建
並
び
に
多
田
盆
地
の
胴
発
か
ら
筆
を
起
す
。

即
ち
、
溝
仲
の
特
代
こ
そ
「
中
世
の
は
じ
ま
り
」

だ
と
す
る
本
書
の
立
場
は
、
す
ぐ
れ
て
地
域
史
的

で
あ
り
、
市
域
の
特
色
が
よ
く
生
か
さ
れ
た
時
代

区
分
と
言
え
よ
う
。
こ
の
ほ
か
、
示
唆
に
忌
む
見

解
は
随
所
に
認
め
ら
れ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
最

大
の
収
穫
は
、
次
章
で
の
叙
述
と
あ
わ
せ
て
、
中

世
多
田
荘
及
び
多
田
院
の
全
貌
が
、
ほ
ぼ
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
北
条
得
宗

領
と
し
て
の
観
点
か
ら
詳
述
さ
れ
て
い
る
点
は
、
・

こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
一
線
を
画

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
我
々
は
、
ご

く
最
近
　
（
昭
和
五
〇
年
六
月
）
、
入
間
田
宣
夫
氏

の
論
文
「
北
条
氏
と
摂
津
国
多
田
院
・
多
田
庄
」

（
日
本
歴
史
三
二
五
）
を
得
た
。
本
書
と
入
問
田
論

文
と
の
問
に
は
i
例
え
ば
「
多
田
院
御
家
人
」

と
い
う
在
地
領
主
層
の
地
域
的
結
合
を
実
体
と
し

て
認
め
る
か
否
か
、
多
田
院
御
家
人
・
軽
輩
被
官

・
地
頭
代
・
園
主
・
政
所
等
の
相
互
関
係
を
ど
う

認
定
す
る
か
等
々
を
め
ぐ
っ
て
…
見
解
を
異
に

す
る
部
分
が
な
い
で
は
な
い
。
こ
れ
を
契
期
に
、

多
田
院
・
多
田
荘
に
つ
い
て
の
研
究
が
よ
り
深
め

ら
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
た
い
が
、
そ
の
カ
ギ
と
も

鷺
選
り
べ
き
多
閉
国
神
社
文
書
回
は
、
　
本
一
穂
出
人
第
四
巻

（
考
古
・
古
代
・
中
世
史
〈
資
〉
世
子
）
に
収
め

ら
れ
、
五
〇
年
度
中
に
刊
行
予
定
と
い
う
。
同
文

書
は
、
ご
く
一
部
の
機
関
に
写
真
版
・
影
写
本
・

謄
写
本
の
か
た
ち
で
架
蔵
さ
れ
て
い
る
に
留
ま
る

現
状
だ
け
に
、
一
日
も
早
い
印
刻
を
切
望
す
る
次

第
で
め
る
。

　
最
後
の
「
第
六
章
　
中
世
後
期
の
川
西
地
方
」

は
、
鎌
倉
幕
府
の
崩
壊
か
ら
織
田
儒
者
の
登
場
ま

で
を
扱
う
。
南
北
朝
・
戦
国
期
の
摂
津
は
諸
勢
力

争
奪
の
的
と
な
り
、
川
西
地
方
の
政
治
情
勢
も
複

雑
に
揺
れ
動
く
が
、
在
地
領
主
・
農
昆
層
の
動
き

が
手
際
よ
く
整
理
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
　
「
多
田
院

鳴
動
」
に
も
触
れ
ら
れ
る
。
本
章
朱
尾
の
一
節
は
、

満
願
寺
所
蔵
の
仏
像
群
を
は
じ
め
と
す
る
、
平
安

か
ら
室
町
時
代
に
わ
た
る
文
化
財
の
考
察
に
充
て

ら
れ
て
い
る
が
、
紙
数
の
制
約
か
ら
か
、
多
少
物

足
り
な
い
気
が
せ
ぬ
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
の

感
も
、
続
刊
予
定
の
第
七
巻
文
化
財
繍
を
併
読
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
霧
散
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
の
燈
富
に
し
て
優
れ
た
内
容
は
、
如
上
の

至
極
簡
単
な
要
約
で
は
到
底
紹
介
し
尽
さ
な
い
。

こ
の
う
え
は
、
読
者
諸
氏
が
自
ら
手
に
と
っ
て
本

書
に
接
し
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
拙
い
紹
介
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
二
ニ
ニ
望

蜀
の
言
を
許
さ
れ
た
い
。
近
年
、
県
・
市
・
町
・

村
史
の
公
刊
は
日
を
遂
っ
て
盛
ん
で
あ
り
、
筆
者

自
身
そ
の
仁
恩
に
浴
し
て
い
る
老
の
一
人
置
あ
る

が
、
翻
っ
て
、
一
般
市
民
の
た
め
の
歴
史
叙
述
と

い
う
視
点
に
立
つ
と
き
、
率
直
に
言
っ
て
一
抹
の

寂
し
さ
を
禁
じ
え
な
い
。
本
書
に
お
い
て
も
、
勿

論
そ
の
た
め
の
配
慮
は
な
さ
れ
て
い
る
。
編
纂
に

あ
た
っ
て
モ
ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
た
こ
と
、
行
文

に
平
易
を
心
が
け
、
特
殊
な
学
術
用
語
を
使
画
す

る
場
合
は
丁
寧
な
解
説
を
附
し
た
こ
と
、
更
に
は

全
体
に
わ
た
っ
て
ル
ビ
を
施
し
、
各
章
の
は
じ
め

に
梗
概
を
載
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
端
的

な
表
れ
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
努
力
に
対
し
て
敬
意

を
払
う
に
聯
も
購
翻
し
な
い
が
、
い
ま
一
工
失
を

と
望
む
の
は
、
や
は
り
独
り
よ
が
り
と
い
う
も
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
書
第
二
・
第
三
の
各
回
は
、

一
部
重
複
し
た
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
考
古
学
と
文
献

学
と
か
ら
論
じ
て
い
る
が
、
糊
互
の
連
閥
を
も
う

少
し
丁
寧
に
説
開
し
て
い
た
だ
け
る
と
、
私
の
麺

き
門
外
漢
に
は
有
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
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な
お
、
続
刊
予
定
は
前
述
の
他
、
本
文
篇
と
し

て
近
世
、
近
・
現
代
各
一
巻
、
史
料
篇
と
し
て
同

じ
く
各
　
巻
で
あ
り
、
都
合
全
七
巻
を
以
て
完
結

す
る
予
定
と
き
く
。
本
事
業
遂
行
の
順
調
か
つ
速

か
な
ら
ん
こ
と
を
斬
り
つ
つ
、
紹
介
の
筆
を
暴
く

こ
と
と
し
た
い
。

　
　
（
A
5
判
　
本
文
五
六
コ
員
　
目
次
そ
の
他
四
四
百
ハ

　
昭
和
四
九
年
八
月
発
行
　
川
西
市
役
所
　
一
工
、
○
○

　
○
円
）
　
　
　
　
　
　
（
杉
橋
隆
央
・
京
大
助
手
）

三
木
與
吉
郎
編

『
阿
波
年
譜
』
史
料
篇

　
こ
の
ほ
ど
『
阿
波
藍
譜
・
史
料
篇
』
上
：
甲
・

下
三
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。
本
書
は
既
に
刊
行
さ
れ

て
い
る
「
栽
培
製
造
篇
」
（
昭
和
三
五
年
）
、
「
史

話
圃
凶
説
篤
…
」
（
昭
和
　
二
六
年
）
、
　
「
籍
…
藤
一
事
叢
小
篇
」

（
昭
和
四
六
年
）
な
ど
と
と
も
に
『
阿
波
藍
譜
』

シ
墾
ー
ズ
を
構
成
し
、
主
と
し
て
近
世
の
阿
波
藍

に
闘
す
る
史
料
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

書
名
こ
そ
「
阿
波
」
を
冠
し
て
あ
る
も
の
の
、
阿

波
以
外
で
も
多
少
と
も
藍
に
関
係
あ
る
史
料
は
努

め
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
そ
の
範
囲
は
地

域
的
に
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
欝
欝
的
に
は

中
世
末
か
ら
近
代
に
及
び
、
件
数
に
し
て
三
六
㎝

件
に
達
す
る
彪
大
な
史
料
集
と
な
っ
て
い
る
。
全

三
巻
の
内
訳
は
、
上
巻
に
中
世
末
か
ら
近
世
史
料
、

中
巻
に
近
世
史
料
、
下
巻
に
近
代
史
料
が
充
て
ら

れ
て
い
る
。
各
史
料
は
原
則
と
し
て
編
年
で
配
列

さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
記

録
類
に
つ
い
て
は
蓑
紙
記
載
年
月
日
あ
る
い
は
各

事
象
・
事
件
の
初
出
の
年
月
を
以
っ
て
基
準
と
さ

れ
て
い
る
。
従
っ
て
一
件
の
中
に
は
相
当
長
文
・

長
年
月
に
亘
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
本
書
の
母
胎
た
る
徳
島
衆
板

野
郡
松
茂
町
中
等
来
の
三
木
文
庫
に
は
多
数
の
阿

波
藍
史
料
が
蔵
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
従
来

か
ら
広
く
研
究
者
の
便
に
供
せ
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
本
書
は
か
か
る
三
木
文
庫
所
蔵
史
料

の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
の
大
学
・
図
書
館
や
個

人
所
蔵
史
料
、
さ
ら
に
は
藍
に
関
す
る
各
種
の
稿

本
・
刊
本
・
研
究
論
文
等
に
至
る
ま
で
遍
く
渉
猟

し
、
そ
の
成
果
を
集
大
成
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。

本
書
が
上
梓
さ
れ
る
ま
で
に
費
や
さ
れ
た
多
大
の

年
月
と
労
を
想
う
時
、
ま
さ
に
感
嘆
に
値
す
る
も

の
が
あ
る
。
一
例
を
阿
波
藍
の
江
戸
市
場
に
関
す

る
も
の
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
本
書
に
よ
れ
ば
、

ま
ず
享
保
年
間
の
関
東
売
場
株
三
六
名
制
度
の
成

立
に
蚕
る
事
情
を
首
飾
史
料
館
所
蔵
「
阿
波
国
徴

古
雑
抄
続
篇
」
や
蜂
須
賀
文
書
が
記
し
、
そ
の
後

享
和
以
降
の
江
戸
市
場
に
対
す
る
種
々
の
統
制
強

化
や
天
保
の
株
仲
間
解
散
、
嘉
永
の
再
興
に
伴
う

動
き
等
を
土
井
寓
雄
所
蔵
文
書
や
凌
霧
文
庫
所
蔵

文
書
が
追
っ
て
い
る
。
ま
た
同
文
書
や
三
木
文
庫

・
徳
島
県
立
図
書
館
・
遠
藤
林
太
郎
所
蔵
文
書
、

さ
ら
に
「
江
戸
買
物
独
案
内
」
な
ど
に
よ
り
、
当

該
時
期
の
仲
間
規
定
の
あ
り
方
や
江
戸
立
酒
の
所

在
、
販
路
、
価
格
等
を
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
こ
の
他
に
も
、
江
戸
一
阿
波
間
の
藍
玉
相

揚
に
関
す
る
往
復
書
翰
、
三
木
本
店
と
江
戸
店
支

配
人
と
の
出
入
一
件
史
料
な
ら
び
に
こ
の
結
果
た

る
江
戸
店
式
法
（
い
ず
れ
も
三
木
文
庫
所
蔵
文
書
）

な
ど
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

　
問
様
に
し
て
、
徳
島
寮
内
に
お
い
て
は
云
う
ま

で
も
な
く
、
大
坂
市
場
に
お
け
る
阿
波
藍
の
流
通

機
構
と
そ
の
変
化
等
を
追
究
す
る
こ
と
も
で
き
よ

う
。
さ
ら
に
、
本
書
に
は
尾
張
・
美
濃
・
三
河
・

安
芸
・
信
濃
・
畿
内
等
々
に
お
け
る
種
々
の
藍
闘

係
史
料
も
豊
富
に
盛
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ら
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